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３�月�定� 会�例� 委員会の審査報告
３月定例会中の総務常任委員会、
市民環境常任委員会、建設水道常任
委員会、文教福祉常任委員会が審査
した内容について、その一部をお知
らせします。

【
審
査
項
目
】

●
報
告
　
宇
治
市
斎
場
施
設
再
整

備
基
本
計
画
に
つ
い
て

市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

宇
治
市
斎
場
は
、
昭
和
59
年
に

建
設
さ
れ
、
竣
工
後
約
20
年
が
経

過
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
火
葬
炉
の

補
修
等
適
宜
修
理
を
行
っ
て
き
た

が
、
本
市
の
人
口
増
加
、
高
齢
化

に
よ
る
死
者
数
の
増
加
、
周
辺
地

域
の
火
葬
施
設
の
未
整
備
に
よ
る

流
入
件
数
の
増
加
、
ま
た
、
長
期

稼
動
に
伴
う
経
年
的
な
劣
化
及
び

老
朽
化
に
よ
る
機
能
の
低
下
等
な

ど
か
ら
、
斎
場
施
設
再
整
備
基
本

計
画
を
策
定
し
た
。

将
来
的
な
死
亡
者
数
の
増
大
に

対
応
す
る
た
め
に
火
葬
炉
を
２
基

増
設
し
、
そ
れ
に
伴
い
待
合
ホ
ー

ル
を
増
築
し
、
30
人
か
ら
40
人
が

利
用
で
き
る
葬
祭
場
２
室
を
設
置

す
る
。
ま
た
、
内
装
仕
上
げ
の
老

朽
化
に
伴
う
改
装
や
機
能
上
の
不

具
合
を
解
消
す
る
改
修
を
実
施
す

る
。新

葬
祭
棟
は
、
平
成
18
年
度
に

増
築
工
事
を
行
い
、
平
成
19
年
度

よ
り
稼
動
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
火
葬
炉
に
つ
い
て
は
、
新
規

に
２
基
増
設
す
る
と
と
も
に
既
存

の
火
葬
炉
を
改
修
し
、
平
成
22
年

度
よ
り
全
炉
８
基
稼
動
す
る
予
定

を
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
民
間

葬
祭
場
の
使
用
料
と
の
料
金
の
比

較
、
告
別
式
の
需
要
規
模
、
火
葬

炉
の
増
設
場
所
等
に
つ
い
て
の
質

疑
が
行
わ
れ
た
。

【
審
査
項
目
】

●

請
願
17
の
４
号
　
ウ
ト
ロ
問

題
に
対
す
る
請
願
に
つ
い
て

請
願
の
趣
旨
に
つ
い
て
議
会
事

務
局
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

戦
時
中
、
国
は
国
策
と
し
て
京

都
飛
行
場
の
建
設
事
業
を
推
進
す

る
た
め
安
価
な
労
働
力
と
し
て
コ

リ
ア
ン
を
劣
悪
な
労
働
条
件
や
生

活
環
境
の
中
で
半
強
制
的
に
働
か

せ
た
。
戦
後
数
十
年
間
、
日
本
政

府
の
な
ん
の
補
償
も
無
く
放
置
さ

れ
続
け
、
現
在
ウ
ト
ロ
に
住
む
住

民
た
ち
の
多
数
は
、
過
去
の
植
民

地
政
策
に
よ
り
ウ
ト
ロ
に
住
み
続

け
る
し
か
な
か
っ
た
人
た
ち
と
そ

の
子
孫
で
あ
る
。
戦
前
・
戦
後
数

十
年
間
を
ウ
ト
ロ
に
住
み
な
が
ら

問
題
解
決
の
日
を
迎
え
る
こ
と
な

く
、
多
く
の
一
世
た
ち
が
亡
く
な

っ
た
。
ウ
ト
ロ
問
題
の
真
の
解
決

は
行
政
か
ら
の
支
援
な
く
し
て
は

成
し
得
ら
れ
な
い
。
請
願
事
項
と

し
て
、「
１
、
ウ
ト
ロ
地
区
の
高

齢
者
及
び
生
活
困
窮
者
を
は
じ
め

と
す
る
住
民
た
ち
の
現
状
を
把
握

し
適
切
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
２
、
ウ
ト
ロ
に
対
す
る
支

援
を
日
本
政
府
に
要
請
し
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
い
う
内
容
で
あ

る
。こ

れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
ウ
ト

ロ
地
区
の
日
韓
協
議
の
状
況
、
韓

国
で
報
道
さ
れ
て
い
る
内
容
と
日

本
の
北
東
ア
ジ
ア
課
が
出
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
内
容
、
市
が
国

に
要
求
し
て
い
る
活
動
、
土
地
問

題
は
戦
後
処
理
の
問
題
・
国
際
問

題
と
し
て
日
本
政
府
が
対
応
す
べ

き
と
の
意
見
、
さ
ら
に
地
元
が
要

望
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
構
想
の

対
応
、
ウ
ト
ロ
地
区
の
現
状
把
握

調
査
な
ど
の
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

次
に
無
所
属
委
員
か
ら
賛
成
討

論
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決
が
行
わ

れ
、
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。

斎場施設再整備基本計画を策定
＜平成１８年度より着工＞

ウトロ問題に対する請願を精査
＜全会一致で採択＞

【
審
査
項
目
】

●

報
告
　
宇
治
市
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
全
体
構
想
素
案
に
対
す
る

市
民
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
定
め

る
要
件
を
考
慮
し
、
市
内
で
利
用

者
が
１
日
５
千
人
以
上
の
駅
と
そ

の
周
辺
地
区
７
地
区
12
駅
を
抽
出

し
た
。
市
民
及
び
福
祉
関
係
団
体

等
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
４
地
区
７
駅
を
重
点
整
備
地

区
候
補
と
し
、
技
術
的
な
課
題
や

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
課
題
な
ど
、

地
区
の
特
性
を
考
慮
し
宇
治
駅
周

辺
地
区
及
び
大
久
保
駅
周
辺
地
区

を
重
点
整
備
地
区
と
し
、
小
倉
駅

周
辺
地
区
及
び
六
地
蔵
周
辺
地
区

を
引
き
続
き
改
善
方
策
を
検
討
す

る
地
区
と
し
た
。
ま
た
、
木
幡
駅

周
辺
地
区
、
黄
檗
駅
周
辺
地
区
、

伊
勢
田
駅
周
辺
地
区
は
、
事
業
者

の
単
独
整
備
地
区
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
ご
と
の
課
題
と
今
後
の

取
り
組
み
を
記
載
し
た
。
今
後
、

そ
の
素
案
へ
の
市
民
の
意
見
を
募

集
し
早
急
に
全
体
構
想
の
策
定
を

行
う
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
重
点

整
備
地
区
の
候
補
選
出
の
指
標
へ

の
指
摘
、
市
全
域
で
考
え
る
と
整

備
が
急
が
れ
る
地
域
が
重
点
整
備

地
区
に
抽
出
さ
れ
ず
、
比
較
的
整

備
が
進
ん
だ
地
域
が
抽
出
さ
れ
て

お
り
、
法
律
の
本
来
の
意
図
が
生

き
て
い
な
い
等
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

【
審
査
項
目
】

●
報
告
　
「
宇
治
市
学
校
規
模
適

正
化
検
討
懇
話
会
」
答
申
に
つ
い

て
市
か
ら
次
の
と
お
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

新
し
い
教
育
課
題
に
対
処
し
、

教
育
効
果
を
も
確
保
で
き
る
学
校

の
あ
り
方
及
び
そ
の
具
体
化
に
向

け
た
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
学

校
規
模
適
正
化
検
討
懇
話
会
よ
り
、

答
申
が
あ
っ
た
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
、
西

小
倉
地
区
へ
の
小
中
一
貫
校
の
設

置
検
討
や
、
東
宇
治
地
域
の
課
題

に
つ
い
て
の
意
見
等
が
出
さ
れ
た
。

答
申
は
８
つ
の
柱
立
て
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
宇
治
市
に
お
け
る

教
育
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、

宇
治
市
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規

模
、
適
正
配
置
の
将
来
構
想
と
し

て
の
基
本
方
向
と
、
市
内
を
５
地

域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

適
正
化
と
再
編
整
備
の
方
向
が
提

言
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
市
教

委
は
答
申
さ
れ
た
構
想
を
ど
の
よ

う
に
具
体
化
し
て
い
く
の
か
、
整

理
統
合
さ
れ
る
府
立
高
校
の
校
舎

を
い
か
し
て
小
中
一
貫
校
を
創
設

し
て
は
、
教
育
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
プ

ラ
ン
に
ど
ん
な
形
で
反
映
さ
せ
て

い
く
の
か
、
小
中
一
貫
教
育
と
中

高
一
貫
教
育
と
の
関
係
に
対
す
る

市
の
見
解
は
、
本
市
が
想
定
す
る

適
正
な
小
中
学
校
の
学
校
規
模
は

い
く
ら
な
の
か
な
ど
に
つ
い
て
の

質
疑
が
行
わ
れ
た
。

交通バリアフリー全体構想案を作成
＜今後、市民の意見を募集＞

学校規模適正化検討懇話会より答申
＜西小倉地区への小中一貫校の設置を検討＞

宇
治
市
斎
場
　

▼

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

▼

政
府
は
、
今
国
会
に
障
害
者
自

立
支
援
法
案
を
提
出
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
が
社
会
保
障
審
議
会

に
示
し
た
法
案
の
骨
格
に
よ
る
と
、

障
害
者
に
対
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
や
施
設
入
所
に
あ
た
り
費

用
の
１
割
を
負
担
す
る
応
益
負
担

を
導
入
し
、
大
幅
な
負
担
増
を
求

め
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。
応
益
負
担
制
度
は
、
利
用

す
る
サ
ー
ビ
ス
料
が
増
え
る
ほ
ど

自
己
負
担
が
高
く
な
り
、
費
用
負

担
が
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
抑
制
す
る

な
ど
、
障
害
者
の
生
活
設
計
そ
の

も
の
を
狂
わ
す
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
よ
っ
て
、
障
害
者
自
立
支

援
法
案
に
お
い
て
応
益
負
担
制
度

（
利
用
料
定
率
負
担
の
導
入
と
公

費
負
担
医
療
制
度
の
見
直
し
）
を

実
施
し
な
い
よ
う
求
め
る
。

障
害
者
自
立
支
援
法
案
に
お

い
て
障
害
者
の
負
担
増
と
な

る
応
益
負
担
を
改
め
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

発
達
障
害
者
支
援
法
が
施
行
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
次
の
項
目
を
早

急
に
実
施
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

①
各
市
区
町
村
が
関
係
機
関
と
連

携
し
て
支
援
体
制
を
整
備
す
る
際

に
、
何
ら
か
の
財
政
支
援
を
講
じ

る
こ
と
。
②
発
達
障
害
の
早
期
発

見
に
向
け
て
、
乳
幼
児
健
診
の
充

実
と
、
新
た
な
児
童
健
診
制
度
や

就
学
時
健
診
制
度
を
確
立
す
る
こ

と
。
③
保
育
園
、
幼
稚
園
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
お
け
る

発
達
障
害
児
の
受
け
入
れ
と
、
指

導
員
の
養
成
・
配
置
を
す
る
こ
と
。

④
発
達
障
害
者
の
た
め
の
雇
用
支

援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
を
配
置
す

る
こ
と
。
⑤
専
門
医
の
養
成
及
び

人
材
の
確
保
を
図
る
こ
と
。
⑥
発

達
障
害
児
（
者
）
へ
の
理
解
の
普
及
、

意
識
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
。

発
達
障
害
児
（
者
）
に
対
す
る

支
援
促
進
を
求
め
る
意
見
書

過
去
の
日
本
の
戦
争
政
策
・

植
民
地
政
策
に
よ
り
、
ウ
ト
ロ

に
約
２
百
名
の
在
日
コ
リ
ア
ン

が
住
ん
で
い
る
。
下
水
道
、
側

溝
な
ど
の
整
備
は
整
っ
て
お
ら

ず
、
生
活
環
境
は
劣
悪
な
状
態

で
あ
る
。
国
連
の
社
会
権
規
約

委
員
会
が
ウ
ト
ロ
住
民
た
ち
の

居
住
の
権
利
を
守
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る

と
日
本
政
府
に
提
案
・
勧
告
し

て
お
り
、
可
及
的
速
や
か
に
実

践
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ウ
ト

ロ
住
民
た
ち
は
現
在
ま
で
市
民

と
し
て
の
権
利
義
務
を
果
た
し

な
が
ら
運
動
を
行
っ
て
き
た
が
、

ウ
ト
ロ
問
題
の
真
の
解
決
は
政

府
の
支
援
な
く
し
て
は
決
し
て

成
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
ウ
ト
ロ
地
区
の
住
民
の

現
状
を
把
握
し
、
積
極
的
に
支

援
す
る
よ
う
求
め
る
。

ウ
ト
ロ
問
題
に
対
す
る

意
見
書

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
言

わ
れ
な
が
ら
、
い
ま
な
お
差
別
や

偏
見
、
虐
待
な
ど
に
よ
り
精
神

的
・
肉
体
的
な
苦
痛
を
受
け
て
い

る
人
が
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら

ば
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
禁
止
し
人

権
侵
害
の
救
済
を
行
う
法
整
備
が

早
期
に
必
要
で
あ
る
。

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
「
基
本
的

人
権
の
尊
重
」
を
遵
守
す
る
た
め
、

１
９
９
３
年
国
連
総
会
で
日
本
政

府
も
賛
成
し
採
択
さ
れ
た
「
国
内

人
権
機
関
の
地
位
に
関
す
る
原
則

(

パ
リ
原
則)

」
に
基
づ
く
人
権
機

関
を
設
置
し
、
国
際
的
な
責
務
を

果
た
す
必
要
が
あ
る
。
人
権
侵
害

救
済
制
度
確
立
の
た
め
に
実
効
性

の
あ
る
「
人
権
侵
害
救
済
法
」
の

早
期
制
定
を
国
に
対
し
強
く
求
め

る
。 人

権
侵
害
救
済
法
の

早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

（要旨）
国会及び政府関係機関に

送付しました。意�見�書�


